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令和 8 年市政報告会内容報告（各地区公民館での意見交換内容の概要） 
 地区名 日時 内容
 山田 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

7 月 22 日 
19:00～ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〇橋本駅前活性化や高野口駅の活性化の進行状況について 
【経済推進部長】 

高野口駅前につていは、令和 6 年に駅前の関係団体の代表者が集まり
協議会を作りました。その中で話し合い、高野口の駅舎の古さを活か
した大正ロマンというコンセプトをもとにした方向性で協議を進めて
おります。 
市役所としては、駅の改修に向けて、国の補助金を活用し、ソフト事
業については、地域の意見も尊重しながらバックアップしていく体制
をとっていきます。 
 

【総合政策部長】 
橋本駅前については、２年前から、熱意のある地元の方と駅前の活性
化について一緒に計画を進めていましたが、進める中で方向性にズレ
が生じてきたため、今はその方の考えのもと民間主導で動いていただ
いているところです。現在、市としては、国への要望などできる範囲
でサポートしていく立ち位置を取っています。 
 

【市長】 
高野口については、紀望の里の近くにウッドパークを作って子どもた
ちが遊べるようにする予定です。また、信太地域では活性化協議会を
作って活動していただいているので、高野口駅前から紀望の里、信太
地域全体までを観光エリアとして考え、交流人口を増やしていきたい。 
橋本の駅前は市の土地が少ないので地権者の意思を聞きながらと考え
ています。 

 
 
〇西部幹線道路の整備の今後の見通しについて 
【建設部長】 

県の見解としては、残された県道の区間については、部分的に狭い箇
所を改良（局部改良）する形での整備方法で考えていると聞いていま
す。 

 
 
〇移動支援のタクシー補助について 
【健康福祉部長】 

今回地域の中で出てきた本取り組みについて、まずは試行の状況を見
させていただきながら、今後本格実施されていくのか、実施される場
合、市ができる支援について健康福祉部と公共交通担当部である総合
政策部と連携して考えていきたいと思います。 
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【市長】 
第２層協議体については、地域の特性を生かした取り組みをもう少し
まとめた上で示してもらえれば、それに対して予算をつけていこうと
考えています。 

 
 
〇レベルⅢ（高齢者避難）が発生した場合、その中で要支援者にはどう
対応していくのか 
【危機管理監】 

現在、市内の要支援者登録者は 1,050 人います。その中で、個別の避
難計画が作成できている人は現在 323 人となっています。今後も、自
主防災会や地域の方から支援をいただけるように、要支援者のニーズ
に対応した避難計画の策定を進めている段階です。 
 

【市長】 
まずは拠点避難所に避難していただき、福祉避難所が準備できたタイ
ミングで移動してもらう等、スムーズに避難が出来るようにしていき
たい。 

 
 
〇将来的な財政負担が大きい話を聞くと、今後の市の財政が心配です。
税金は上がりませんか 
【市長】 

税金は法律で決まっているので、税金そのものを市が上げることはな
いです。市としては、国や県からの予算確保と税収以外のところでも
歳入を増やすことを進めていきます。市の財政は絶対に赤字にできな
いので、財政が圧迫されないように今後の事業についても選択と集中
をしていきながら計画的に進めていきたい。 

 
 
〇周産期の人が産気づいて市民病院を受診したが、宿泊費が 1 泊 5 万円
かかると聞いて入院せずに帰ったと聞いた 
【病院事務局長】 

その方の状況はわかりませんが、通常出産で入院された場合、出産に
伴う一時金が支給されます。また、退院時点での支払い負担が大きい
方には後日精算の対応も相談できますので、その場合は一度病院窓口
へ相談してもらいたい。 

 
 
〇京奈和自動車道が草が生い茂りすぎている。五條～かつらぎ間の IC 付

近を各市町で連携しながら植樹するなどして綺麗な景観になるように
してもらいたい。 

【市長】 
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 草刈りについては国の方で近いうちに実施してもらえると思います。
また、京奈和自動車道は、草もあるが、路面の問題もあります。近隣
の市長町長からは４車線化の声も出ているなど、様々な話し合いをし
ている最中です。今後、他の市長さんとも町長さんとも相談しながら、
京奈和自動車道のあり方について河川国道事務所とも協議させていた
だきます。 

 
 
〇同じ区でも区内でも大きく状況が異なる地域もある。移動支援や買い

物支援など、もう少し細かい単位での実情を考慮した支援を検討して
もらいたい 

【健康福祉部長】 
実際には第 1 層・2 層協議体だけではなく、さらに第 3 層・4 層と細分
化していきながら、身近な地域での取り組みについても考えていく必
要があると思っていますし、既に検討いただいている協議体もありま
す。各地区いろいろ事情もある中、協議体での検討の場には市の担当
部署も入っていますので、今後、協議体での協議を進める中で、各地
区の課題などを聞かせていただきながら、一緒に取り組みを考えてい
きたいと思います。 

 
【市長】 

第 2 層協議体の中で、第３層協議体を立ち上げるのかなども含め、地
域の課題を話し合ってもらい、それに対して市はどのような予算付け
をしていくのかを考えていく必要があると思っています。できれば人
口の多い地域で移動支援の応援をしてもらう等、そういうことも含め
て様々な案を考えていかなければならないと思います。 
 


